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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 4,285 20.9 481 31.6 484 35.1 326 35.5

29年3月期第2四半期 3,545 23.5 366 53.4 358 50.2 240 56.6

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　350百万円 （53.2％） 29年3月期第2四半期　　228百万円 （121.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 59.83 ―

29年3月期第2四半期 44.14 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 8,618 4,343 50.4

29年3月期 7,214 4,157 57.6

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 4,343百万円 29年3月期 4,157百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

30年3月期 ― 16.00

30年3月期（予想） ― 19.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　平成30年３月期の中間配当については、本日（平成29年11月2日）、別途公表の「剰余金（中間配当）に関するお知らせ」をご覧ください。

　また、期末配当についても本日、「平成30年3月期（第47期）期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」にて、期末配当予想の修正を公表しておりますの
でご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,348 3.2 849 2.0 849 1.9 561 1.9 103.14

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 5,500,000 株 29年3月期 5,500,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 51,371 株 29年3月期 51,274 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 5,448,648 株 29年3月期2Q 5,448,759 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や企業収益の改善が続くなか、国内の設備投資は堅調

に推移し、緩やかながらも回復基調が継続いたしました。一方、海外経済は、米欧などの先進国をはじめとして堅調

に推移しておりますが、米国の今後の政策やその影響、また、北朝鮮問題と言った地政学リスク等を払拭できず、依

然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のもと、当社においては、ＦＡ装置（ＦＡ：Factory Automation/「自動化・省力化装置」をい

う。）及びロボット関連機器等に使用される主力製品「アルファフレームシステム」の売上高が引続き順調に推移し、

有機ＥＬやＬＣＤといったフラットパネルディスプレイ（以下、「ＦＰＤ」という。）製造企業からの受注も高い水準

を維持しながら伸長いたしました。また、ＦＡ装置においては、国内外の自動車部品製造企業向け洗浄装置や検査装

置、ＦＰＤ製造企業向けの大型カスタムクリーンブース等、当社グループの技術力を活かした提案型営業活動を展開

し、堅調に受注を確保いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、4,285百万円と前年同四半期と比べ740百万円（20.9％）の増収、

営業利益は、481百万円と前年同四半期と比べ115百万円（31.6％）の増益、経常利益は484百万円と前年同四半期と比

べ125百万円（35.1％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、326百万円と前年同四半期と比べ85百万円

（35.5％）の増益となり、連結決算となってから第２四半期連結累計期間の各利益は、２期連続で最高益を更新する

結果となりました。

なお、前連結会計年度に掲げた中長期経営計画の一環として、本年７月に開設した立山事業所（富山県中新川郡立

山町）は、装置事業の拡大を担う重要な拠点として順調に稼動を開始しております。

　また、関東を中心とした東日本のお客様へのサービス向上及び海外のお客様からのニーズにも迅速にお応えできる

体制構築の一環として開設したアルファフレーム北関東（埼玉県児玉郡神川町）も、同じく本年７月より、「アルフ

ァフレームシステム」の出荷センターとしての業務を開始し、当初計画どおりの稼働状況に至っております。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

[アルファフレーム部門]

アルファフレーム部門におきましては、設計サポートサービス「カクチャTM」及び組立作業の省力化を可能とする

「マーキングシステムTM」を活用し、アルミニウム合金製構造材の付加価値を高めることで、競合他社と差別化を図

った提案営業を継続的に展開いたしました。

　これによって、「カクチャTM」及び「マーキングシステムTM」を活用する企業からの受注案件は更に増加し、ＦＰ

Ｄ製造設備を製作する企業より安定した受注を確保するとともに、半導体製造設備業界向けの成約も高水準を維持

いたしました。

　この結果、当部門の売上高は2,670百万円（前年同四半期比131.5％）となりました。

[装置部門]

装置部門におきましては、引き続き当社の技術力を活かした質の高いＦＡ装置の提案活動を推進し、第１四半期

連結会計期間では、前連結会計年度より引き続き自動車部品製造企業向けの洗浄、検査、試験等の単体設備及びＦ

ＰＤ業界向けクリーンブース案件を継続受注いたしました。当第２四半期連結会計期間では前連結会計年度を上回

る受注を確保し、第１四半期連結会計期間における売上高の減少分を取り戻す傾向となりました。また、今後の受

注状況も順調に推移する見込みであります。

　この結果、当部門の売上高は948百万円（前年同四半期比95.3％）となりました。

[商事部門]

商事部門におきましては、主要顧客より安定的に工業用砥石、油脂類等の消耗品関係の受注を確保いたしました。

また、機械設備関係では、複数の主要顧客より大口案件を受注し、売上高が伸長いたしました。この機械設備関係

については、第３四半期以降においても受注、売上高ともに順調に推移するものと見込んでおります。

　この結果、当部門の売上高は667百万円（前年同四半期比128.4％）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産・負債・純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前期末と比べ1,403百万円増加し、8,618百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が379百万円、電子記録債権が787百万円、仕掛品が297百万円、建物（純額）が688百万

円、それぞれ増加した一方で、受取手形及び売掛金が794百万円減少したことなどによります。

負債は前期末と比べ1,216百万円増加し、4,274百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が213百万

円、電子記録債務が178百万円、短期借入金が150百万円、長期借入金が660百万円、設備関係支払手形が194百万円、

それぞれ増加したことなどによります。

純資産は前期末と比べ186百万円増加し、4,343百万円となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期

純利益の計上326百万円があった一方で、配当金の支払い163百万円があったことにより、利益剰余金が162百万円増

加したことなどによります。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前期末と比べ379

百万円増加し、687百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期間の104百万円のキャッシュ・インに対し、66百万円のキャッシ

ュ・インとなりました。これは税金等調整前四半期純利益の計上による資金の増加484百万円や仕入債務の増加によ

る資金の増加391百万円などの資金の増加があった一方で、たな卸資産の増加による資金の減少552百万円や法人税

等の支払いによる資金の減少199百万円があったことなどが主な要因であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期間の108百万円のキャッシュ・アウトに対し、336百万円のキャ

ッシュ・アウトとなりました。これは有形固定資産の取得による支出が332百万円あったことなどが主な要因であり

ます。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期間の74百万円のキャッシュ・インに対し、646百万円のキャッシ

ュ・インとなりました。これは短期借入金の純増額が150百万円、長期借入金による収入が660百万円あった一方で、

配当金の支払いによる支出が162百万円あったことなどが要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期通期の連結業績予想につきましては、現時点において、平成29年５月12日付の「平成29年３月期決

算短信（連結）」にて公表いたしました業績予想に変更はございません。なお、今後の経営環境により、業績予想の

修正が必要となった場合は、速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 308,801 687,825

受取手形及び売掛金 2,427,361 1,633,278

電子記録債権 896,779 1,684,658

商品及び製品 189,934 364,782

仕掛品 438,044 735,305

原材料及び貯蔵品 329,197 411,282

その他 81,775 112,435

貸倒引当金 △323 △287

流動資産合計 4,671,571 5,629,280

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,874,863 2,593,325

減価償却累計額 △1,169,626 △1,200,075

建物及び構築物（純額） 705,237 1,393,250

土地 535,874 535,874

その他 1,090,210 846,815

減価償却累計額 △517,019 △535,934

その他（純額） 573,190 310,880

有形固定資産合計 1,814,303 2,240,005

無形固定資産

その他 58,093 51,436

無形固定資産合計 58,093 51,436

投資その他の資産

その他 672,771 699,147

貸倒引当金 △1,781 △1,781

投資その他の資産合計 670,990 697,366

固定資産合計 2,543,387 2,988,808

資産合計 7,214,958 8,618,088
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 928,466 1,142,126

電子記録債務 845,546 1,023,778

設備関係支払手形 270,000 464,400

短期借入金 － 150,000

1年内返済予定の長期借入金 38,000 76,000

未払法人税等 220,755 167,755

賞与引当金 99,964 105,773

製品保証引当金 1,462 1,383

その他 299,171 173,367

流動負債合計 2,703,367 3,304,584

固定負債

長期借入金 62,000 684,000

退職給付に係る負債 192,606 191,671

その他 99,837 93,963

固定負債合計 354,444 969,634

負債合計 3,057,811 4,274,219

純資産の部

株主資本

資本金 156,100 156,100

資本剰余金 145,608 145,608

利益剰余金 3,782,177 3,944,744

自己株式 △34,529 △34,723

株主資本合計 4,049,356 4,211,729

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96,538 115,905

為替換算調整勘定 10,773 15,783

その他の包括利益累計額合計 107,312 131,688

非支配株主持分 478 450

純資産合計 4,157,147 4,343,868

負債純資産合計 7,214,958 8,618,088
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 3,545,481 4,285,984

売上原価 2,642,235 3,197,793

売上総利益 903,245 1,088,191

販売費及び一般管理費 537,015 606,366

営業利益 366,229 481,824

営業外収益

仕入割引 2,922 3,728

受取保険料 700 －

その他 550 661

営業外収益合計 4,172 4,389

営業外費用

支払利息 135 677

手形売却損 113 －

電子記録債権売却損 254 56

為替差損 10,169 749

その他 903 33

営業外費用合計 11,576 1,517

経常利益 358,826 484,696

税金等調整前四半期純利益 358,826 484,696

法人税、住民税及び事業税 124,553 155,362

法人税等調整額 △6,286 3,341

法人税等合計 118,267 158,703

四半期純利益 240,558 325,993

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） ‐ △34

親会社株主に帰属する四半期純利益 240,558 326,028
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 240,558 325,993

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,781 19,366

為替換算調整勘定 △4,050 5,016

その他の包括利益合計 △11,831 24,383

四半期包括利益 228,727 350,377

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 228,727 350,404

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △27
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 358,826 484,696

減価償却費 62,827 83,878

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △35

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,062 5,808

製品保証引当金の増減額（△は減少） 26 △79

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13,938 △934

受取利息及び受取配当金 △263 △233

支払利息及び手形売却損 503 734

売上債権の増減額（△は増加） △82,861 6,444

たな卸資産の増減額（△は増加） △292,348 △552,661

仕入債務の増減額（△は減少） 155,198 391,891

未収消費税等の増減額（△は増加） △12,885 △58,731

為替差損益（△は益） 7,130 △199

その他 15,860 △93,306

小計 234,014 267,272

利息及び配当金の受取額 166 149

利息の支払額 △503 △734

法人税等の支払額 △129,267 △199,701

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,410 66,986

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △99,893 △332,239

無形固定資産の取得による支出 △5,834 －

投資有価証券の取得による支出 △2,400 △2,400

その他 △813 △1,970

投資活動によるキャッシュ・フロー △108,941 △336,610

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 150,000

長期借入れによる収入 － 660,000

自己株式の取得による支出 － △193

配当金の支払額 △125,147 △162,859

財務活動によるキャッシュ・フロー 74,852 646,946

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,628 1,701

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 63,692 379,023

現金及び現金同等物の期首残高 252,781 308,801

現金及び現金同等物の四半期末残高 316,473 687,825
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　

　 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　

　 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

　 該当事項はありません。
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３．その他

（１）受注及び販売の状況

① 受注実績

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメント名称 受注高（千円）
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

アルファフレーム部門 2,646,017 103.9 1,632,161 130.1

装置部門 995,373 94.1 609,602 155.7

商事部門 1,000,170 176.7 478,824 208.7

合計 4,641,561 111.3 2,720,589 145.1

(注) 上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

②販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメント名称 販売高（千円） 前年同四半期比(％)

アルファフレーム部門 2,670,492 131.5

装置部門 948,267 95.3

商事部門 667,224 128.4

合計 4,285,984 120.9

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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